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一
、
は
じ
め
に

江
戸
時
代
末
期
、
次
だ
と
輸
入
紹
介
さ
れ
る
西
洋
医
学
に
多
く
の
医
家
が
目
を
向
け
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
時
代
に
、
ひ
た
す
ら
伝
統
的
中
国
医

学
の
研
鑛
に
励
み
、
優
れ
た
業
績
を
残
す
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
江
戸
の
多
紀
家
が
主
宰
す
る
医
学
館
（
跨
寿
館
）
を
中
心
と
し
た
そ
の
グ
ル

ー
プ
は
、
考
証
学
的
手
法
を
用
い
た
綿
密
な
医
書
研
究
に
特
色
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
考
証
学
派
と
呼
ば
れ
る
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
森
立
之
は
、
彼
ら
考
証
学
派
に
お
け
る
最
後
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
幕
末
か
ら
明
治
初
年
と
い

う
激
動
の
世
を
駆
け
抜
け
た
立
之
の
生
涯
は
、
生
来
の
奇
癖
も
絡
ん
で
、
実
に
波
乱
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
生
真
面
目
な
学
者
肌
の

人
物
で
は
な
か
っ
た
が
、
考
証
学
派
の
先
輩
達
に
立
ち
交
じ
り
、
数
多
く
の
著
作
を
残
し
た
。
し
か
し
時
代
が
時
代
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
刊
行

さ
れ
た
も
の
は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
ま
た
彼
は
当
時
の
有
数
な
蔵
書
家
と
し
て
書
誌
学
上
の
知
名
度
は
高
い
も
の
の
、
業
績
で
あ
る
古
典
の
注

（
１
）

釈
・
考
証
は
先
輩
諸
氏
の
遺
業
を
受
け
継
い
だ
も
の
に
す
ぎ
ず
、
「
立
之
自
身
が
研
鑛
を
積
ん
だ
業
績
は
極
め
て
乏
し
い
」
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
だ
が
こ
の
評
価
は
あ
ま
り
に
厳
し
い
一
面
的
な
見
方
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
彼
の
注
釈
等
を
読
ん
で
ゑ
る
と
、
優
れ
て
正
鵠
を

得
た
解
釈
や
卓
越
し
た
推
理
、
ユ
ニ
ー
ク
な
見
解
な
ど
を
随
所
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
「
八
素
説
」
も

そ
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
『
素
問
』
に
つ
い
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
推
説
と
評
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
か

森
立
之
「
八
素
説
」
を
め
ぐ
っ
て

ｌ
『
素
問
』
の
巻
数
に
つ
い
て
の
疑
問
Ｉ

蠅
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二
、
森
立
之
略
伝

森
立
之
、
字
は
立
夫
、
号
は
枳
園
、
文
化
四
（
一
八
○
七
）
年
十
一
月
、
江
戸
に
生
ま
れ
た
。
医
を
業
と
す
る
森
家
は
、
鍼
術
で
盛
名
が
あ

っ
た
京
都
の
森
宗
順
（
宗
純
、
一
六
三
ハ
年
没
）
に
始
ま
る
。
三
代
の
時
に
江
戸
へ
移
り
、
六
代
の
恭
忠
に
至
っ
て
福
山
藩
主
阿
部
家
に
仕
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。
恭
忠
は
立
之
の
祖
父
に
当
た
る
。
養
子
で
あ
っ
た
父
親
が
放
蕩
の
た
め
離
縁
さ
れ
、
祖
父
の
養
嗣
と
な
っ
た
立
之
は
、
文
政

四
（
一
八
三
）
年
、
十
五
歳
で
家
督
を
継
い
だ
。
十
一
歳
の
時
、
立
之
は
当
時
わ
ず
か
十
三
歳
の
渋
江
抽
斎
に
弟
子
入
り
す
る
。
師
と
頼
む

に
こ
の
時
の
抽
斎
は
余
り
に
若
い
が
、
二
人
の
師
友
と
し
て
の
交
わ
り
は
深
く
永
く
続
き
、
後
に
は
共
同
で
『
経
籍
訪
古
志
』
の
編
纂
に
携
わ

る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
十
六
歳
頃
に
は
伊
沢
蘭
軒
に
就
い
て
学
び
、
狩
谷
被
斎
に
も
師
事
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
医
学
・
考
証
学
・
書
誌
学

・
文
学
等
を
修
め
た
立
之
ば
、
そ
の
こ
ま
め
な
性
格
が
師
や
先
輩
か
ら
愛
さ
れ
た
ら
し
い
。
天
保
四
（
一
一
△
三
己
年
、
二
十
七
歳
で
結
婚
。

恩
師
恢
斎
を
喪
っ
た
同
六
年
に
は
、
子
の
約
之
が
生
ま
れ
る
。
約
之
も
父
に
従
っ
て
医
学
・
考
証
学
を
修
め
た
。

書
籍
を
愛
し
、
学
問
に
情
熱
を
傾
け
る
反
面
、
立
之
は
生
来
大
変
な
遊
び
好
き
で
、
奇
癖
・
奇
行
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
大
い
に
崇
り
、
あ

る
事
件
を
契
機
と
し
て
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
以
後
の
十
二
年
間
、
立
之
は
受
難
の
浪
人
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
彼
の
人
と
な

り
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
お
よ
そ
立
之
の
生
涯
は
酒
色
と
芝
居
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
殊
に
そ
の
芝
居
好
み
は
病
的
と

さ
え
言
え
る
。
抽
斎
も
「
劇
神
仙
」
の
号
を
襲
う
ほ
ど
の
芝
居
好
き
で
あ
っ
た
が
、
到
底
立
之
の
比
で
は
な
か
っ
た
。
小
柄
で
美
男
子
で
あ
っ

た
彼
は
素
人
芝
居
で
は
常
に
女
形
を
演
じ
、
声
色
が
巧
桑
で
、
七
代
目
団
十
郎
に
は
と
り
わ
け
執
心
し
た
。
浪
人
中
は
役
者
に
身
を
や
つ
し
た

ら
筆
者
は
『
素
問
』
に
関
す
る
一
つ
の
重
要
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
は
そ
の
「
八
素
説
」
の
紹
介
を
通
し
て
立
之
の
発
想
の
一

端
を
窺
う
と
同
時
に
、
筆
者
が
示
唆
を
得
た
『
素
問
』
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
期
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
八
素
説
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
に
先
立
ち
、
森
立
之
の
生
涯
・
人
物
・
業
績
等
に
つ
い
て
、
概
略
な
り
と
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る

（
２
）

う
。
彼
の
独
特
な
発
想
は
、
そ
の
奔
放
な
生
き
ざ
ま
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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一

と
さ
え
伝
え
ら
れ
、
晩
年
も
芝
居
に
つ
い
て
語
ら
ぬ
日
は
一
日
と
し
て
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
非
常
な
音
痴
で
は
あ
っ
た
が
元
来
多
才
で
あ

れ
こ
れ
と
芸
事
に
手
を
出
し
、
詩
歌
も
好
ん
で
作
っ
た
。
晩
年
は
狂
歌
や
誹
譜
を
得
意
と
し
、
多
く
の
作
品
が
残
っ
て
い
る
。

立
之
が
筆
ま
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
著
作
を
通
じ
て
充
分
に
知
り
得
る
が
、
同
時
に
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
口
達
者
で
も
あ
っ
た
。
戯
れ
た
別

号
を
多
く
用
い
た
中
に
「
二
端
道
人
」
と
あ
る
の
は
、
筆
端
と
舌
端
と
を
以
て
自
認
し
た
号
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
平
素
臆
病
で
夜
は
一
人

な
め
く
じ

で
休
め
ず
、
沢
庵
漬
を
忌
み
、
蛯
蟻
を
怖
が
る
と
い
っ
た
奇
癖
も
あ
っ
た
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
彼
は
非
常
な
蔵
書
家
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
一
度
書
物
を
借
り
た
ら
返
す
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う
図
々
し
さ
が
大
い
に
手
伝
っ
て
い
る
。
立
之
の
我
儘
勝
手
な
性
格
は
、
妻
や

息
子
に
も
同
様
に
備
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。

天
保
八
年
、
三
十
一
歳
の
立
之
は
馴
染
み
を
重
ね
た
遊
女
と
の
道
行
が
発
覚
し
、
祖
父
の
代
よ
り
食
ん
で
い
た
主
家
（
阿
部
家
）
の
禄
を
失

っ
た
。
一
説
に
は
立
之
が
舞
台
に
出
て
い
る
と
こ
ろ
を
阿
部
家
の
女
中
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
も
い
う
。
江
戸
に
居
た
た
ま
れ
な
く
な

っ
た
彼
は
家
族
を
伴
っ
て
相
模
国
へ
夜
逃
げ
し
、
落
塊
の
放
浪
生
活
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
間
の
思
い
出
は
後
に
ま
と
め
て
出
版
さ
れ
た
『
遊
相

医
話
』
の
中
に
詳
し
い
。
や
が
て
大
磯
に
腰
を
落
ち
つ
け
て
か
ら
は
医
業
も
流
行
り
、
時
禽
江
戸
に
出
て
は
抽
斎
の
家
に
泊
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
、
友
人
達
の
助
力
も
あ
っ
て
長
年
の
勘
気
が
許
さ
れ
た
立
之
は
、
神
田
お
玉
ヶ
池
の
新
居
に
移
る
。
そ
の
前
年
、

江
戸
医
学
館
に
お
い
て
多
紀
元
堅
が
督
事
す
る
宋
本
『
千
金
方
』
の
校
刻
が
、
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
に
は
古
写
本
『
医
心
方
』
の
校
刻
事

業
が
行
わ
れ
、
立
之
も
助
校
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
頃
は
彼
に
と
っ
て
も
最
も
充
実
し
た
時
期
と
言
え
よ
う
。
医
学
館
講
師
の
就
任
、
狩
谷
液
斎

が
究
め
て
い
た
『
神
農
本
草
経
』
の
校
刻
完
成
、
『
経
籍
訪
古
志
』
の
編
纂
、
『
蘭
軒
医
談
』
の
刊
行
、
『
本
草
経
孜
注
』
の
完
成
等
く
意

欲
的
に
仕
事
を
続
け
た
。
立
之
は
落
塊
中
に
山
野
で
実
地
採
薬
し
た
経
験
も
手
伝
っ
て
特
に
本
草
に
詳
し
く
、
医
学
館
で
は
主
に
本
草
学
の
講

義
を
担
当
し
た
。
そ
し
て
安
政
五
（
一
八
茎
◇
年
十
二
月
に
は
将
軍
に
謁
見
し
、
御
目
見
え
医
師
の
列
に
加
わ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
時
代
は
大
き
な
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
、
幕
府
が
覆
り
明
治
と
改
元
さ
れ
る
こ
の
年
の
六
月
、

江
戸
医
学
館
が
廃
館
と
な
る
。
立
之
は
住
み
慣
れ
た
江
戸
を
離
れ
、
遠
く
福
山
へ
居
を
移
し
た
。
や
が
て
悲
し
糸
の
明
治
四
年
を
迎
え
る
。
こ

1ウ
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の
年
の
正
月
に
『
伊
呂
波
字
源
考
』
が
成
っ
た
も
の
の
、
六
月
に
最
愛
の
子
約
之
が
急
死
、
続
い
て
十
一
月
に
は
妻
と
死
別
し
た
。
翌
年
、
六

十
五
歳
の
立
之
は
一
人
漂
然
と
上
京
。
彼
を
支
え
て
く
れ
た
師
友
の
多
く
も
既
に
世
を
去
っ
て
い
る
。
文
部
省
医
学
校
の
編
書
課
や
朝
野
新
聞

な
ど
を
転
禽
と
し
た
末
、
大
蔵
省
印
刷
局
に
落
ち
つ
く
。
そ
の
後
、
和
漢
方
医
を
結
集
し
て
「
温
知
社
」
を
組
織
し
た
り
す
る
が
、
印
刷
局
を

罷
役
と
な
っ
た
明
治
十
八
年
、
失
意
の
う
ち
に
淋
し
く
没
す
。
時
は
十
二
月
六
日
、
享
年
七
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

最
後
に
立
之
の
蔵
書
と
業
績
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
森
家
の
蔵
書
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、
立
之
は
狩
谷
・
伊
沢

・
渋
江
な
ど
諸
先
輩
の
旧
蔵
書
を
入
手
し
、
非
常
な
蔵
書
家
と
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
善
本
も
数
多
く
、
幾
度
か
の
火
災
に
も
焼
失
を
免
れ
た

が
、
立
之
は
し
ば
し
ば
蔵
書
を
売
っ
て
生
活
費
に
代
え
る
こ
と
を
し
た
。
特
に
『
日
本
訪
書
志
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
楊
守
敬
が
滞
日
し

た
間
、
か
な
り
の
善
本
を
彼
に
売
却
し
た
。
他
人
の
蔵
書
を
隠
匿
し
た
上
に
売
却
ま
で
し
た
と
の
批
難
を
受
け
て
も
己
む
を
得
な
い
立
之
の
行

（
３
）

為
で
あ
る
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
今
日
ま
で
散
快
を
免
れ
た
善
本
も
、
実
際
に
少
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

考
証
学
派
の
最
後
の
生
き
残
り
と
し
て
、
立
之
は
先
輩
諸
氏
の
遺
業
を
継
承
し
た
。
『
神
農
本
草
経
』
の
復
原
校
刻
や
、
『
素
問
』
『
傷
寒

（
４
）

論
』
『
神
農
本
草
経
』
な
ど
中
国
医
学
に
お
け
る
基
本
典
籍
の
孜
注
シ
リ
ー
ズ
は
、
彼
の
代
表
的
な
業
績
と
言
え
よ
う
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、

立
之
の
著
作
は
ほ
と
ん
ど
が
未
刊
の
稿
本
で
あ
り
、
一
体
ど
れ
だ
け
の
著
作
が
あ
る
か
も
正
確
に
は
判
っ
て
い
な
い
。
記
録
に
残
っ
て
い
る
著

作
名
を
こ
こ
に
あ
げ
る
こ
と
は
略
す
が
、
現
在
そ
れ
ら
は
あ
ち
こ
ち
に
散
じ
、
行
く
方
知
れ
ず
の
も
の
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
「
要
す
る

に
彼
は
真
面
目
な
研
究
家
で
も
学
儒
で
も
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
文
字
を
解
し
た
一
種
愛
す
べ
き
俗
医
で
あ
っ
た
」
と
は
川
瀬
一
馬
氏
の
立
之
評

で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
同
氏
の
先
の
言
と
同
様
、
余
り
に
厳
し
す
ぎ
よ
う
。
立
之
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
為
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
彼
の
業
績
に

対
す
る
評
価
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
な
の
で
あ
る
。

三
、
「
八
素
説
」
の
内
容

森
立
之
の
大
著
『
素
間
孜
注
』
巻
第
一
の
序
の
部
分
の
注
に
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
一
文
が
見
え
る
。
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立
之
は
ま
ず
『
左
伝
』
昭
公
十
二
年
に
見
え
る
次
の
文
を
あ
げ
る
。

、
、

い
し
よ
う
は
し

（
６
）

左
史
掎
相
趨
過
。
王
日
、
是
良
史
也
。
子
善
親
之
、
是
能
読
三
墳
五
典
八
索
九
丘
。
（
左
史
俺
相
趨
り
過
ぐ
。
王
曰
く
「
是
れ
良
史
な
り
。
子
善

く
之
を
視
よ
。
是
れ
能
く
三
墳
五
典
八
索
九
丘
を
読
め
り
」
と
。
）

次
い
で
こ
の
部
分
の
「
三
墳
・
五
典
・
八
索
・
九
丘
」
に
対
す
る
諸
注
の
中
か
ら
「
八
索
」
に
関
す
る
も
の
を
選
ん
で
示
す
。

（
庁
Ｉ
）
。

（
１
）
杜
預
．
：
…
（
三
墳
，
く
九
丘
は
）
皆
古
書
な
り
。

（
８
）

（
２
）
『
経
典
釈
文
』
（
以
下
『
釈
文
』
と
略
記
）
・
…
：
「
索
」
は
所
白
の
反
・
本
ま
た
「
素
」
に
作
る
。

か
き

（
３
）
質
逵
…
：
．
「
八
索
」
は
八
王
の
法
な
り
。

（
４
）
延
篤
の
引
く
張
平
子
．
．
…
・
「
八
索
」
は
『
周
礼
』
の
八
議
の
刑
な
り
。
「
索
」
は
空
、
空
に
之
を
設
く
。

（
５
）
馬
融
…
…
「
八
索
」
は
八
卦
な
り
。

（
加
）

以
上
が
『
左
伝
』
の
記
載
に
つ
い
て
で
あ
り
、
続
い
て
同
じ
く
「
八
索
」
を
解
し
た
孔
安
国
（
立
之
は
「
某
氏
」
と
す
る
）
の
古
文
『
尚
書
」

序
の
文
句
と
そ
の
部
分
の
注
を
引
く
。
や
や
長
い
が
全
文
を
次
に
記
し
て
お
く
。

（
孔
安
国
の
序
）
八
卦
之
説
、
謂
之
八
索
。
求
其
義
也
。
春
秋
左
氏
伝
日
、
楚
左
史
掎
相
能
読
三
墳
五
典
八
索
九
丘
。
即
謂
上
世
帝
王
遺
書

を
大
き
く
前
後
二
段
に
分
け
、
立
之
の

（
１
）
「
八
索
」
と
「
八
素
」

『
左
伝
』
に
上
古
の
典
籍
で
あ
る
「
八
索
・
九
丘
」
と
い
う
名
が
見
え
る
。
こ
の
「
八
索
」
の
「
索
」
は
「
素
」
の
字
の
誤
り
で
「
八
素
」

と
す
る
の
毎
正
し
い
。
「
八
素
」
と
は
今
の
『
素
問
』
八
巻
を
指
す
の
で
あ
る
。
（
抄
訳
）

そ
し
て
こ
の
注
文
を
「
私
（
立
之
）
は
別
に
〃
八
素
孜
″
を
著
わ
し
て
い
る
が
、
繁
細
で
あ
る
た
め
こ
こ
に
は
詳
録
し
な
い
」
と
結
ん
で
い
る
。

（
５
）

こ
こ
に
言
う
〃
八
素
孜
″
と
は
『
枳
園
叢
孜
』
（
自
筆
稿
本
）
所
載
の
「
八
素
説
」
と
題
す
る
論
考
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
ず
か
三
葉
半
（
半
葉
は

二
十
字
十
行
）
、
割
注
も
含
め
一
四
○
○
字
余
り
の
小
論
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
の
「
八
素
説
」
に
非
常
な
興
味
を
覚
え
た
。
以
下
に
そ
の
内
容

を
大
き
く
前
後
二
段
に
分
け
、
立
之
の
論
述
に
従
っ
て
注
解
を
加
え
な
が
ら
紹
介
し
て
ゆ
こ
う
。
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上
古
の
遺
書
と
し
て
並
び
称
さ
れ
る
「
三
墳
・
五
典
・
八
索
・
九
丘
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
古
来
諸
説
が
あ
る
（
表

参
照
）
。
『
八
索
』
に
つ
い
て
だ
け
で
も
前
述
の
如
く
、
八
王
の
法
と
す
る
も
の
（
質
逵
）
、
『
周
礼
』
所
載
の
罪
が
減
免
さ
れ
る
八
つ
の
裁
判
上

の
恩
典
（
八
議
の
刑
）
と
見
な
す
も
の
（
張
平
子
）
、
八
卦
の
説
と
す
る
も
の
（
馬
融
・
孔
安
国
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
中
国
伝
統
医
学
の
原

典
の
一
つ
で
あ
る
『
素
問
』
も
、
そ
の
大
部
分
が
黄
帝
と
岐
伯
等
臣
下
と
の
問
答
よ
り
成
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
墳
の
書
（
こ
の
場
合
、
伏

犠
・
神
農
・
黄
帝
の
遺
書
）
と
見
な
さ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
一
種
の
伝
説
に
す
ぎ
ず
、
比
較
的
早
く
か
ら
批
判
が
提
示

こ
の
よ
う
に
、
立
一

ら
筆
を
起
こ
し
た
。

（
唖
）

さ
れ
て
い
る
。

立
之
も
『
素
問
』
が
黄
帝
の
遺
書
だ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
彼
が
目
を
つ
け
た
の
は
「
八
索
」
の
方
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
論
ず
る
前

に
、
彼
は
「
索
」
と
「
素
」
の
文
字
が
中
国
古
典
の
中
で
誤
用
さ
れ
て
い
る
例
を
説
明
す
る
。
上
記
の
『
釈
文
』
に
は
「
索
」
を
「
素
」
に
作

也
。
（
八
卦
の
説
、
之
を
八
索
と
謂
う
。
求
、
其
の
義
な
り
。
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
、
「
楚
の
左
史
筒
相
能
く
三
墳
・
五
典
・
八
索
・
九

丘
を
読
め
り
」
と
日
う
。
即
ち
上
世
の
帝
王
の
遺
書
な
り
。
）

（
１
）
『
釈
文
』
…
…
「
索
」
は
所
白
の
反
、
求
な
り
。
徐
音
は
素
。
本
或
い
は
「
素
」
に
作
る
。

（
皿
）

（
２
）
『
尚
書
正
義
』
…
…
其
の
八
卦
の
事
義
を
論
ず
る
の
説
、
其
の
書
之
を
「
八
索
」
と
謂
う
。
「
索
」
と
は
求
索
を
謂
う
。
ま
た
捜
索

な
り
。
『
易
』
の
八
卦
を
以
て
主
と
為
す
。
故
に
『
易
』
に
曰
く
「
八
卦
列
を
成
し
て
、
象
其
の
中
に
在
り
。
因
っ
て
之
を
重
ね
、

（
翅
）
（
蝿
）

叉
其
の
中
に
在
り
」
と
。
ま
た
曰
く
「
八
卦
相
鐙
す
」
と
。
是
れ
六
十
四
卦
．
三
百
八
十
四
叉
、
皆
八
卦
よ
り
出
ず
。
八
卦
に
就
き

て
其
の
理
を
求
む
れ
ば
、
萬
有
一
千
五
百
二
十
策
、
天
下
の
事
得
ら
る
。
故
に
之
を
「
索
」
と
謂
う
。
一
索
再
索
に
は
非
ざ
る
の

（
Ｍ
）

象
。
此
の
「
索
」
『
左
伝
』
に
ま
た
或
い
は
之
を
「
素
」
と
謂
う
。
説
同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
。
皆
後
人
其
の
真
理
を
失
い
、
妄
り
に

象
。
此
の
「
索
」

穿
鑿
す
る
の
み
。

立
之
は
「
八
索
」
の
言
葉
が
見
え
る
『
左
伝
』
の
文
句
と
孔
安
国
『
尚
書
』
序
を
含
め
た
代
表
的
な
解
釈
を
列
挙
す
る
こ
と
か
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ー

’

る
別
本
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
礼
記
』
中
庸
に
「
子
日
素
隠
行
怪
」
と
あ
る
句

の
「
素
隠
」
の
字
を
、
『
漢
書
』
芸
文
志
（
以
下
『
漢
志
』
と
略
記
）
の
神
遷
家
の
項
で
は
「
索

隠
」
に
作
っ
て
引
用
し
て
い
る
。
医
書
に
お
い
て
も
、
『
医
心
方
』
巻
十
六
の
八
治
悪
咳
腫
方
Ｖ

、
ｏ

第
九
に
『
小
品
方
』
を
引
い
て
「
癖
庚
畏
寒
」
と
あ
る
の
が
、
『
千
金
方
』
で
は
「
震
」
の
字

（
脳
）

が
「
索
」
に
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
素
問
』
八
六
節
蔵
象
論
Ｖ
第
九
の
王
泳
注
に
『
八
素
経
』

序
を
引
い
て
い
る
が
、
新
校
正
注
に
よ
る
と
「
素
」
を
「
索
」
に
作
る
別
本
が
あ
る
と
い
う
。

他
の
類
例
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
「
索
」
と
「
素
」
と
は
古
典
の
中
で
し
ば
し
ば
誤
っ

て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
立
之
は
言
う
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
「
八
索
」
と
は
す
な
わ
ち
「
八
素
」
で
あ
り
、
「
八
素
」
が
本
字
で
「
八
索
」

は
誤
字
な
の
で
あ
る
。
「
素
」
と
「
索
」
と
は
音
が
近
く
、
字
形
も
よ
く
似
て
い
て
誤
り

や
す
い
。
故
に
『
左
伝
』
の
一
本
で
は
誤
っ
て
「
八
索
」
と
し
て
し
ま
っ
た
。
某
氏
（
孔

安
国
）
も
こ
の
誤
っ
た
『
左
伝
』
の
本
文
に
基
づ
き
、
字
（
こ
の
場
合
は
「
索
」
）
に
従
っ
て

説
を
立
て
「
求
其
義
也
」
と
言
っ
て
い
る
。
以
後
の
注
釈
家
も
桑
な
そ
れ
に
倣
う
ば
か
り

で
何
ら
異
論
が
な
い
。
「
八
索
」
は
「
八
素
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
が
「
八
素
説
」
前
段
の
内
容
で
あ
る
。
「
索
」
と
「
素
」
の
字
が
古
典
の
中
で
誤
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
点
は
、
立
之
が
示
し
た
例
か
ら
充
分
に
認
め
得
る
。
確
か
に
両
字
は
形
が
似

て
お
り
、
音
に
つ
い
て
も
、
藤
堂
明
保
氏
が
索
（
笛
巴
と
素
（
箇
巴
を
同
一
の
単
語
家
族
に
分
類
し

（
打
）

て
い
る
よ
う
に
極
め
て
近
い
。
従
っ
て
両
者
が
筆
写
の
際
に
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
る
可
能
性
は
極

め
て
高
い
と
言
え
よ
う
。
ま
た
語
義
も
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
藤
堂
氏
は
、
「
索
」
の
原
義
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（
Ⅳ
）

は
一
筋
ず
つ
分
か
れ
た
繊
維
、
「
素
」
は
一
筋
ず
つ
別
に
な
っ
た
糸
を
意
味
す
る
同
系
の
言
葉
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
と

い
っ
て
『
左
伝
』
所
載
の
「
八
索
」
を
「
八
素
」
の
誤
り
と
断
定
す
る
こ
と
は
些
か
早
計
で
あ
ろ
う
。
「
八
索
」
の
名
は
『
左
伝
』
に
最
も
早

く
見
え
、
孔
安
国
の
序
や
他
の
注
も
『
左
伝
」
の
文
字
に
従
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
が
誤
り
で
あ
れ
ば
影
響
は
大
き
い
。
だ
が
「
八
索
」
が

「
八
素
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
を
、
立
之
は
こ
の
段
階
で
は
何
も
述
べ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
付
言
で
あ
る
が
、
「
八
索
」
の
「
索
」

を
「
素
」
と
読
み
取
っ
て
い
る
者
は
立
之
以
外
に
も
い
た
。
彼
は
本
説
の
末
尾
に
一
字
落
と
し
て
両
字
が
相
似
す
る
用
例
を
さ
ら
に
七
行
ば
か

り
補
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
後
漢
の
劉
煕
『
釈
名
』
八
釈
典
芸
Ｖ
の
一
節
を
引
い
て
い
る
。
劉
煕
は
「
八
索
」
の
「
索
」
は
「
素
」
の
意
味

で
あ
り
、
孔
子
の
よ
う
な
聖
人
で
は
あ
る
が
王
で
は
な
い
「
素
王
」
の
八
つ
の
法
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
索
」
を
「
素
」
の

意
味
と
捉
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
立
之
は
見
て
い
る
。
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
「
索
」
は
あ
く
ま
で
「
素
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

（
２
）
「
八
素
」
と
『
素
問
』

『
左
伝
』
が
伝
え
る
上
古
の
遺
書
「
八
索
」
が
「
八
素
」
の
誤
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
「
八
素
」
と
は
一
体
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う

か
。
も
と
よ
り
立
之
は
従
来
の
解
釈
を
採
ろ
う
と
は
し
な
い
。
彼
は
「
八
素
」
を
『
黄
帝
素
問
』
八
巻
の
こ
と
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の

根
拠
と
な
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
く
つ
か
の
事
柄
を
あ
げ
て
い
る
。
列
挙
し
て
承
よ
う
。、

、

（
１
）
藤
原
佐
世
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
（
以
下
『
見
在
書
目
録
』
と
略
記
）
に
「
八
素
八
巻
、
董
暹
注
」
と
あ
る
。

、
、

（
２
）
『
医
心
方
』
巻
二
八
人
神
所
在
法
Ｖ
第
八
に
引
用
す
る
華
佗
の
言
「
十
二
日
神
在
髪
際
」
の
注
に
、
「
八
素
」
注
の
「
髪
際
在
上
星

下
一
寸
毛
内
之
」
な
る
言
葉
を
引
い
て
い
る
。

、
、
、

（
３
）
同
書
巻
二
八
鍼
例
法
Ｖ
第
五
に
引
く
徳
貞
常
の
言
に
「
載
蟠
鍼
法
、
董
暹
日
・
・
・
」
の
百
一
九
六
字
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
八

素
」
の
旧
注
が
僅
か
に
残
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

、
、

（
４
）
王
泳
の
『
素
問
』
注
に
『
八
素
経
』
の
序
を
引
く
。

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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、
、

（
５
）
『
太
平
御
覧
』
に
『
八
素
真
経
』
を
引
く
。

、
、

、
、

（
６
）
『
道
蔵
目
録
』
に
よ
る
と
、
洞
玄
部
王
訣
類
に
『
上
清
太
上
八
素
真
経
』
一
巻
が
、
正
一
部
に
『
洞
真
太
上
八
素
真
経
精
要
三
景
妙

、
、

経
』
一
巻
、
『
洞
真
太
一
八
素
真
経
修
習
功
業
妙
訣
』
一
巻
な
ど
、
七
種
の
「
八
素
」
の
名
を
付
し
た
書
名
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
検
討
し
て
染
よ
う
。
（
１
）
の
『
見
在
書
目
録
』
に
は
医
方
家
の
部
に
確
か
に
『
八
素
』
な
る
書
名
が
あ
り
、
八

巻
と
記
さ
れ
て
い
る
。
注
釈
者
の
董
暹
な
る
人
物
は
未
詳
。
（
２
）
（
３
）
も
『
八
素
』
の
注
釈
書
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す

る
。
そ
の
『
八
素
』
と
は
詳
し
い
内
容
が
不
明
な
た
め
確
証
は
な
い
が
、
（
４
）
の
王
沐
が
『
素
問
』
八
六
節
蔵
象
編
Ｖ
の
中
で
引
く
『
八
素

経
』
と
恐
ら
く
同
一
の
医
書
で
あ
ろ
う
。
王
泳
は
そ
こ
で
序
文
の
「
天
師
対
黄
帝
日
、
我
子
蹴
貸
季
理
色
脈
已
三
世
実
、
言
可
知
乎
」
な
る
文

句
を
引
い
て
い
る
。
天
師
と
は
『
荘
子
』
徐
無
鬼
篇
で
は
黄
帝
に
教
示
し
た
喪
城
の
童
子
の
称
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
岐
伯
を
指
す
。

何
故
な
ら
宋
の
羅
泌
が
著
わ
し
た
『
路
史
』
の
注
文
中
に
、
王
泳
が
引
く
『
八
素
経
』
序
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
た
文
句
が
見
え
、
そ
こ
で
は

（
蛆
）

「
天
師
岐
伯
対
黄
帝
日
…
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
八
素
』
及
び
王
沐
の
引
く
『
八
素
経
』
が
今
に
伝
わ
ら
な
い
以
上
、
そ
れ
を

直
ち
に
『
素
問
』
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
八
素
経
』
は
黄
帝
と
岐
伯
と
の
問
答
よ
り
成
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
（
５
）
の
『
太
平
御
覧
』
が
引
く
『
八
素
真
経
』
は
（
２
）
Ｉ
（
４
）
の
場
合
と

傾
向
が
異
な
る
。
『
八
素
真
経
』
は
巻
六
六
○
の
道
部
二
八
真
人
上
Ｖ
と
、
巻
六
七
九
の
道
部
一
二
八
伝
授
下
Ｖ
に
見
え
る
。
二
つ
と
も
同
文

で
「
若
精
勤
皆
當
耆
以
葉
簡
、
刻
以
瓊
文
、
位
為
上
清
左
真
公
」
と
あ
り
、
内
容
は
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
医
書
の
記
述
と
呼
べ
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
『
太
平
御
覧
』
に
は
『
八
素
経
』
な
る
書
の
引
用
が
、
④
巻
六
六
八
の
道
部
一
○
八
養
生
Ｖ
、
＠
巻
六
六
九
の
道
部

二
八
服
餌
Ｖ
上
、
④
巻
六
七
三
の
道
部
一
五
八
仙
経
下
Ｖ
、
ｅ
巻
六
七
五
の
道
部
一
七
八
綬
Ｖ
、
④
巻
六
七
六
の
道
部
一
八
八
簡
章
Ｖ
の
五

（
蝿
）

箇
所
に
あ
り
、
八
養
生
Ｖ
の
項
で
一
例
引
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ど
の
内
容
も
医
学
と
の
関
わ
り
は
一
切
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ら
『
八
素

経
」
及
び
『
八
素
真
経
』
は
方
術
部
の
八
養
生
Ｖ
八
や
医
Ｖ
の
項
で
は
引
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
見
て
も
、
前
記
（
２
）
Ｉ
（
４
）
の
そ
れ
と
は

無
関
係
の
、
道
教
の
教
義
を
説
い
た
書
で
あ
る
ら
し
い
。
（
６
）
の
『
道
蔵
』
所
収
の
「
八
素
」
が
付
さ
れ
た
諸
書
に
つ
い
て
立
之
は
、
そ
れ
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ら
は
「
八
素
」
の
名
が
尊
ば
れ
て
書
名
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
『
素
問
』
八
巻
に
渕
源
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
『
道
蔵
』
の
そ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
医
書
で
は
な
い
。
道
教
に
お
い
て
「
八
素
」
の
語
が
非
常
に
尊
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
渕
源
に
『
素
問
』
を

持
ち
出
す
こ
と
に
は
付
会
の
感
を
免
れ
な
い
。

続
い
て
立
之
は
『
素
問
』
の
巻
数
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
『
素
問
』
を
記
録
す
る
書
目
な
ど
を
列
示
し
、
補
注
を
加
え
て
い
る
。

、

（
１
）
『
漢
志
』
・
…
．
．
『
黄
帝
内
経
』
十
八
巻
。
王
泳
「
『
素
問
』
九
巻
『
霊
枢
』
九
巻
、
迺
ち
其
の
数
な
り
。
」

、

（
２
）
『
階
書
』
経
籍
志
：
．
…
「
黄
帝
素
問
』
九
巻
、
（
注
）
梁
八
巻
。

、

（
卯
）

（
３
）
同
書
…
．
：
『
黄
帝
素
問
』
八
巻
、
全
元
起
注
。

（
４
）
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
…
…
『
黄
帝
素
問
』
八
巻
。

、

（
５
）
『
新
唐
書
』
芸
文
志
．
：
：
・
全
元
起
注
『
黄
帝
素
問
』
九
巻
、
※
立
之
注
：
．
…
全
元
起
本
は
八
巻
で
あ
り
、
「
九
」
は
恐
ら
く
「
八
」

よ
う
に
述
べ
る
。

考
え
る
に
、

、

、
、

（
６
）
晋
の
皇
甫
證
『
甲
乙
経
』
序
：
：
．
「
今
『
鍼
経
』
九
巻
『
素
問
」
九
巻
、
二
九
十
八
巻
、
即
ち
『
内
経
』
な
り
。
ま
た
忘
失
す
る
所

有
り
。
」
※
立
之
注
：
．
…
「
忘
」
は
恐
ら
く
「
亡
」
の
誤
り
。

、
、

（
７
）
『
見
在
書
目
録
』
．
．
…
・
『
黄
帝
素
問
』
十
六
巻
、
全
元
起
注
。
※
立
之
注
．
：
：
・
毎
一
巻
を
分
け
て
二
巻
と
す
る
こ
と
は
、
経
文
の
象

の
本
を
一
巻
と
し
、
経
文
と
注
文
を
分
け
て
二
巻
と
す
る
類
の
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
見
在
害
目
録
』
に
『
張
仲
景
方
』
九
巻
と

あ
り
、
『
外
台
秘
要
』
で
は
張
仲
景
『
傷
寒
論
』
を
二
巻
か
ら
十
八
巻
に
至
る
ま
で
引
用
し
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

要
す
る
に
立
之
は
、
王
泳
の
編
次
を
経
る
以
前
の
『
素
問
」
を
九
巻
と
記
録
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
実
際
は
八
巻
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
（
１
）
の
『
漢
志
』
の
記
載
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
立
之
は
続
け
て
次
の

の
斗
説
ｈ
ソ
。

『
素
問
』
は
魏
晋
以
来
全
巻
本
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
『
漢
志
』
に
十
八
巻
と
あ
る
の
も
、
ま
た
全
巻
本
で
あ
る
か
否
か
は
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定
か
で
な
い
。
あ
る
い
は
旧
目
に
依
っ
て
そ
う
記
録
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
・
新
校
正
は
「
（
王
泳
が
欠
快
部
を
補
っ
た
こ
と
は
）
『
周
礼
』

に
八
冬
官
Ｖ
が
な
い
の
を
八
考
工
記
Ｖ
で
補
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
説
は
当
を
得
て
い
る
。
『
漢
志
』
に
は
ま
た

『
周
官
経
』
六
篇
と
記
す
る
も
、
欠
快
が
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
恐
ら
く
篇
目
に
依
っ
て
記
録
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

恐
ら
く
『
内
経
』
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

こ
こ
で
立
之
は
『
周
礼
』
を
例
に
あ
げ
て
い
る
が
、
若
干
補
足
説
明
を
し
て
お
こ
う
。
本
書
は
天
官
・
地
官
・
春
官
・
夏
官
・
秋
官
・
冬
官

の
六
官
を
立
て
、
政
治
運
営
上
の
機
構
を
詳
細
に
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
官
は
「
周
公
が
制
定
し
た
官
政
の
法
」
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

他
の
典
籍
と
の
間
で
記
載
に
不
一
致
が
見
ら
れ
、
そ
れ
を
周
王
朝
の
政
治
機
構
の
記
録
と
見
な
す
こ
と
に
は
早
く
か
ら
疑
義
が
唱
え
ら
れ
て
い

る
。
古
く
は
『
周
官
』
と
呼
ば
れ
、
『
漢
志
』
に
弓
周
官
経
』
六
篇
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
に
当
た
る
。
し
か
し
本
書
は
世
に
出
た
と
き
か
ら

完
全
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
現
在
本
も
八
冬
官
Ｖ
を
欠
き
、
そ
の
部
分
は
八
考
工
記
Ｖ
と
な
っ
て
い
る
。
『
漢
志
』
に
は
六
篇
と
あ
る
が
、

唐
の
賀
公
彦
『
周
礼
義
疏
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
六
篇
の
中
に
は
八
冬
官
Ｖ
司
空
の
一
篇
は
な
く
、
代
わ
り
に
八
考
工
記
Ｖ
が
入
っ
て
い
た
。

八
考
工
記
Ｖ
と
い
う
の
は
、
輪
人
・
興
人
・
匠
人
と
い
っ
た
工
人
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
を
作
る
過
程
を
綿
密
に
記
録
し
た
も
の
で
、
他
の
五
官
の

記
載
と
は
全
く
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
新
校
正
は
『
素
問
』
の
欠
快
部
が
王
沐
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
こ
と
を
『
周
礼
』
に
準
え
て
考
え
た
。

立
之
は
さ
ら
に
、
『
漢
志
』
著
録
の
『
内
経
』
に
も
、
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
欠
快
部
が
あ
っ
た
と
予
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
立
之
は
言
う
。

ま
た
思
う
に
、
．

て
た
も
の
で
、
人
》

ま
た
思
う
に
、
「
三
墳
」
「
五
典
」
と
は
三
皇
五
帝
の
書
で
あ
り
、
国
家
の
常
道
を
説
く
。
「
八
素
」
と
は
「
九
丘
」
に
対
し
て
名
を
立

て
た
も
の
で
、
人
体
内
部
の
こ
と
や
陰
陽
・
五
蔵
の
理
を
説
く
。
今
に
伝
わ
る
『
素
問
』
八
巻
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
〔
立
之
注
：
現
行
本

『
素
問
』
二
十
四
巻
八
十
一
篇
は
王
泳
が
改
定
し
た
も
の
で
旧
次
で
は
な
い
。
だ
が
新
校
正
が
各
篇
に
全
元
起
本
の
巻
数
を
記
録
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
八
巻
本
の
旧
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
〕
・
「
九
丘
」
と
は
天
地
四
方
の
事
を
述
べ
た
も
の
で
、
今
に
伝
わ
る
『
山

か
く
は
く

海
経
』
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
現
行
の
郭
瑛
注
本
十
八
巻
は
、
恐
ら
く
ま
た
九
巻
で
あ
っ
た
も
の
を
分
け
て
十
八
巻
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（
１
）
「
八
索
」
を
「
八
素
」
の
誤
り
と
断
定
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
で
き
る
か
。

（
２
）
「
八
索
」
が
正
し
く
は
「
八
素
」
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
『
素
問
』
八
巻
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
。

（
３
）
『
素
問
』
は
元
来
九
巻
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
八
巻
で
し
か
な
か
っ
た
の
か
。

ま
ず
（
１
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
「
索
」
と
「
素
」
と
は
字
形
や
音
が
非
常
に
似
て
い
る
た
め
に
中
国
古
典
の
中
で
両
字
が

し
ば
し
ば
誤
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
の
立
之
の
指
摘
は
当
を
得
て
い
る
。
し
か
し
『
左
伝
』
の
「
八
索
」
を
「
八
素
」
の
誤
り
と
ま
で
断

定
す
る
根
拠
は
何
も
な
く
、
た
だ
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
２
）
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
「
八
素
（
索
）
」
を
『
素
間
』

八
巻
と
見
な
す
に
足
る
根
拠
を
、
立
之
が
十
分
に
示
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
（
「
九
丘
」
を
『
山
海
経
』
と
見
な
す
こ
と
も
同
様
）
。
「
八
素
」
と

『
素
問
』
を
結
び
つ
け
る
際
に
、
『
見
在
害
目
録
』
や
『
素
問
」
王
氷
注
、
あ
る
い
は
『
太
平
御
覧
』
に
引
く
「
八
素
」
（
『
八
素
（
真
）
経
』
）

が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
点
も
や
は
り
既
述
の
如
く
、
「
八
素
」
等
が
『
左
伝
』
の
「
八
素
（
索
）
」
及
び
『
素
問
』
の
い
ず
れ
に
も
等
し
い
と

見
な
す
こ
と
は
資
料
的
に
困
難
で
あ
り
、
特
に
『
太
平
御
覧
』
引
用
の
そ
れ
は
道
教
の
教
義
を
説
い
た
も
の
で
、
医
学
と
の
関
連
は
見
出
し
得

四
、
「
八
素
説
」
の
評
価
と
『
素
問
』
の
巻
数
を
め
ぐ
る
問
題

「
八
素
説
」
と
は
要
す
る
に
、
「
『
左
伝
』
に
見
え
る
上
古
の
遺
書
の
一
つ
「
八
索
」
と
は
「
八
素
」
の
誤
り
で
あ
り
、
今
に
伝
わ
る
『
素

問
』
八
巻
が
そ
れ
に
当
た
る
」
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
論
証
す
る
た
め
立
之
は
諸
書
か
ら
選
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
示

し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
論
証
不
足
の
感
を
抱
か
ざ
る
に
は
お
れ
な
い
。
こ
こ
で
既
に
述
べ
た
こ
と
も
含
め
、
「
八
素
説
」
の
問
題
点
を
整
理

す
る
と
大
き
く
次
の
三
点
に
な
る
。

以
上
が
森
立
之
「
八
素
説
」
の
内
容
で
あ
る
。
紹
介
の
中
で
既
に
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
述
べ
て
お
い
た
が
、
こ
の
「
八
素
説
」
を
め
ぐ
っ

て
筆
者
が
考
え
る
と
こ
ろ
を
以
下
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

な
か
っ
た
。
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従
っ
て
立
之
の
「
八
素
説
」
を
全
く
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
「
八
素
説
」
そ
れ
自
体
は
確
か
な
根
拠
を
欠
い
た
、
現
在
の

と
こ
ろ
学
問
的
に
は
容
認
で
き
な
い
新
奇
な
一
説
と
言
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
常
人
に
は
思
い
も
及
ば
ぬ
視
点
か
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
な

推
論
に
は
、
新
鮮
な
味
わ
い
を
感
ず
る
。
事
実
、
筆
者
は
立
之
の
所
説
か
ら
『
素
問
』
の
来
歴
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の
重
要
な
示
唆
を
与
え

ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
（
３
）
に
示
し
た
『
素
問
』
の
巻
数
に
つ
い
て
の
疑
問
で
あ
る
。
立
之
の
説
に
お
い
て
も
こ
の
点
は
明
快
で

な
い
。
『
左
伝
』
の
「
八
素
（
索
）
」
を
『
素
問
』
八
巻
と
見
る
彼
に
と
っ
て
、
『
素
問
』
は
元
来
八
巻
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
し

か
し
ま
た
『
漢
志
』
著
録
の
『
黄
帝
内
経
』
の
巻
数
（
十
八
巻
）
は
欠
侠
を
含
め
た
旧
目
に
よ
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
『
素
問
』

が
元
来
九
巻
で
あ
り
、
一
巻
が
欠
快
し
て
八
巻
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
と
も
彼
は
上
古
の
遺
書

「
八
素
」
自
体
が
既
に
欠
快
本
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
言
う
「
旧
目
」
と
は
何
を
指
す
の
か
が
定
か
で
な
い
。
こ
の

よ
う
に
立
之
の
所
説
に
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
点
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
「
八
素
説
」
を
離
れ
て
、
『
素
問
』
の
巻
数
を

め
ぐ
る
問
題
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

唐
の
宝
応
元
（
七
六
二
）
年
に
王
味
は
『
素
問
』
の
編
次
・
注
釈
を
完
成
し
た
が
、
そ
れ
以
前
の
『
素
問
』
に
は
極
め
て
謎
が
多
い
。
『
素

間
』
な
る
書
名
が
初
め
て
見
え
る
の
は
、
通
説
に
従
え
ば
、
後
漢
の
張
仲
景
『
傷
寒
論
』
の
自
序
で
あ
る
。
だ
が
そ
こ
に
巻
数
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
「
選
用
素
間
・
九
巻
・
八
十
一
難
・
陰
陽
大
論
…
」
と
あ
る
中
の
「
九
巻
」
が
『
素
問
』
の
巻
数
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
他
の

医
書
の
巻
数
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
九
巻
」
と
は
医
書
の
名
で
あ
り
、
今
に
伝
わ
る
『
霊
枢
』
（
『
鍼
経
』
）
に
ほ
ぼ
相
当
す
る

（
別
）

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
『
素
問
』
の
巻
数
を
明
示
し
た
の
は
、
や
は
り
通
説
に
よ
れ
ば
晋
の
皇
甫
誰
『
甲
乙
経
』
の
自
序
で
あ
る
。
森
立
之
の

引
用
に
も
あ
っ
た
通
り
、
皇
甫
諦
が
見
た
『
素
問
』
は
九
巻
で
あ
り
、
同
じ
く
九
巻
の
『
鍼
経
』
と
併
せ
て
『
漢
志
』
著
録
の
『
黄
帝
内
経
』

（
配
）

十
八
巻
と
見
な
し
た
。
『
素
問
』
と
『
黄
帝
内
経
』
の
結
び
つ
き
も
こ
こ
に
始
ま
る
。

次
に
や
は
り
立
之
が
引
い
て
い
た
『
階
耆
』
『
旧
唐
書
』
『
新
唐
害
』
の
芸
文
志
（
経
籍
志
）
と
『
見
在
害
目
録
』
を
再
び
見
て
み
よ
う
。

『
晴
害
』
に
は
『
素
問
』
が
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
八
巻
の
全
元
起
注
本
、
他
の
一
つ
は
注
釈
者
不
明
（
無
し
？
）
の
九
巻
本
だ
が
、
そ
れ
は
梁
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し
か
し
果
た
し
て
単
純
に
そ
う
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
元
起
な
る
人
物
は
階
人
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
『
南
史
』
王
僧
儒
伝
の
記
事

（
閉
）

か
ら
斉
・
梁
間
の
人
と
推
察
し
た
多
紀
元
胤
の
説
を
是
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
全
元
起
が
注
し
た
『
素
問
』
が
も
と
も
と
九
巻
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
亡
快
し
た
一
巻
分
の
残
欠
が
晴
唐
時
代
の
医
書
の
ど
こ
か
に
引
か
れ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
管
見
な

が
ら
筆
者
は
そ
の
形
跡
を
見
出
し
得
な
い
。
こ
れ
は
い
た
っ
て
奇
異
な
こ
と
で
あ
る
。
“

王
沐
は
久
し
く
欠
快
し
て
い
た
第
七
巻
を
先
師
の
旧
蔵
よ
り
得
て
補
入
し
た
と
自
序
に
言
う
が
、
そ
の
補
入
し
た
い
わ
ゆ
る
八
運
気
七
篇
Ｖ

の
残
欠
ら
し
き
も
の
も
、
他
の
医
書
に
は
全
く
引
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
八
運
気
七
篇
Ｖ
を
王
泳
の
偽
作
と
見
な
す
一
根
拠
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
筆
者
は
全
元
起
注
本
『
素
問
』
と
は
も
と
も
と
八
巻
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
そ
し
て

あ
る
必
要
か
ら
、
実
際
は
八
巻
で
あ
り
な
が
ら
一
巻
（
第
七
巻
）
を
欠
い
た
九
巻
本
と
し
て
流
布
し
て
い
た
（
恐
ら
く
全
元
起
以
前
か
ら
）
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
「
あ
る
必
要
」
と
は
、
『
素
問
』
を
『
鍼
経
』
（
『
霊
枢
』
）
九
巻
と
併
せ
て
『
漢
志
』
の
『
黄
帝
内
経
』
十

で
は
八
巻
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
全
元
起
注
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
『
婿
書
』
を
は
じ
め
『
旧
唐
害
』
が
八
巻
と
記
し
、
『
宋
史
』
芸
文
志
や

（
認
）

『
崇
文
総
目
』
で
も
八
巻
と
な
っ
て
い
る
。
『
見
在
書
目
録
』
に
十
六
巻
と
あ
る
の
は
、
立
之
が
言
う
よ
う
に
八
巻
本
を
倍
化
し
た
も
の
で
あ

（
型
）

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
「
新
唐
害
』
は
九
巻
と
記
し
、
『
通
志
』
芸
文
略
で
も
九
巻
と
さ
れ
て
い
る
。
一
体
全
元
起
注
本
は
八
巻
・
九
巻
の
い
ず
れ

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
森
立
之
は
『
新
唐
書
』
の
九
巻
を
八
巻
の
誰
り
だ
と
し
て
い
る
が
、
『
通
史
』
の
そ
れ
も
同
様
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
一
つ
重
要
な
記
録
が
あ
る
。
全
元
起
本
は
南
宋
頃
に
は
滅
ん
で
し
ま
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
北
宋
に
王
泳
注
本
を
定
本
と
し
て

『
素
問
』
を
校
正
し
た
高
保
衡
・
孫
奇
・
林
億
ら
（
新
校
正
）
が
当
時
ま
だ
残
存
し
て
い
た
全
元
起
注
本
と
王
泳
注
本
の
編
次
の
相
異
を
記
録

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
立
之
も
そ
れ
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
新
校
正
に
よ
れ
ば
全
元
起
注
本
は
九
巻
よ
り
成
り
、
第
七
巻
す
べ
て
が

欠
快
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
九
巻
で
あ
る
筈
の
全
元
起
注
本
は
、
実
質
的
に
は
八
巻
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
正
史
や
他
の
書
目

に
お
け
る
九
巻
と
八
巻
と
の
矛
盾
は
、
九
巻
は
本
来
の
巻
数
を
、
八
巻
は
実
際
の
巻
数
を
示
し
た
も
の
と
考
え
れ
ば
一
応
納
得
で
き
る
よ
う
に

田
心
わ
れ
る
。
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八
巻
に
相
当
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
皇
甫
諦
に
始
ま
る
と
い
う
こ
の
考
え
に
は
、
実
は
何
ら
確
た
る
根
拠
は
な
い
。
そ
の
疑
問
を
筆
者
は
既
に

（
妬
）

別
稿
で
述
べ
て
お
い
た
が
、
要
す
る
に
『
漢
志
』
に
は
『
素
問
』
や
『
鍼
経
』
（
あ
る
い
は
『
霊
枢
』
等
）
の
名
は
な
く
、
劉
向
・
劉
散
父
子
の

『
七
略
』
か
ら
皇
甫
諦
に
至
る
約
二
百
五
十
年
間
の
伝
承
過
程
は
不
明
で
、
両
害
を
『
黄
帝
内
経
』
と
見
な
す
根
拠
は
巻
数
の
一
致
以
外
に
な

（
”
）

い
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
巻
数
に
疑
問
が
生
じ
た
。

皇
甫
諦
は
当
時
『
素
問
』
九
巻
と
『
鍼
経
』
九
巻
が
あ
り
、
ま
た
欠
快
部
も
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
彼
は
も
ち
ろ
ん
全
元
起
以
前
の
人
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
『
素
問
」
は
全
元
起
注
本
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
『
鍼
経
』
（
『
霊
枢
』
）
は
九
巻
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
古
く
は
単
に
『

九
巻
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
（
前
述
）
。
仮
に
そ
の
『
九
巻
』
が
『
素
問
』
と
共
に
『
黄
帝
内
経
』
か
ら
分
か
れ
た
ほ
ど
の
密
接
な
関
係
に
あ
る

医
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
じ
く
九
巻
で
あ
る
両
書
の
一
方
だ
け
の
巻
数
を
取
っ
て
呼
称
と
す
る
の
は
余
り
に
不
自
然
で
あ
る
。
皇
甫
誰
が

見
た
『
素
問
』
は
恐
ら
く
も
と
も
と
九
巻
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
『
素
問
』
は
元
来
九
巻
で
は
な
く
、
『
鍼
経
』
九
巻
と
共
に
『
黄
帝
内
経
』
十

八
巻
に
合
致
さ
せ
る
た
め
、
一
巻
を
欠
侠
と
し
た
九
巻
本
と
し
て
伝
え
る
も
の
が
、
八
巻
本
と
は
別
に
で
き
た
（
そ
れ
が
皇
甫
説
に
よ
る
の
か
、

そ
れ
以
前
か
ら
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
し
の
だ
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
『
階
害
』
経
籍
志
に
全
元
起
注
本
で
は
な
い
『
素
問
』
を
九
巻
と
し
、

ま
た
注
に
「
梁
で
は
八
巻
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
両
方
を
言
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。
従
っ
て
全
元
起
は
、
実
際
は
八
巻
の
『
素
問
』
に

注
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
第
七
巻
を
欠
快
し
た
九
巻
本
と
も
伝
え
ら
れ
、
書
目
に
よ
っ
て
八
巻
と
も
九
巻
と
も
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

森
立
之
の
「
八
素
説
」
に
引
き
ず
ら
れ
な
が
ら
、
上
述
の
推
説
を
筆
者
は
提
示
す
る
に
至
っ
た
。
全
元
起
注
本
が
八
巻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

立
之
は
そ
の
八
巻
『
素
問
』
を
『
左
伝
』
記
載
の
「
八
素
（
索
）
」
に
結
び
つ
け
て
論
じ
、
「
八
素
説
」
を
著
わ
し
た
。
筆
者
に
は
そ
こ
ま
で
推
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察
を
暹
し
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
全
元
起
本
が
も
と
も
と
八
巻
で
あ
り
、
原
『
素
問
』
も
九
巻
で
は
な
か
っ
た
が
、
「
漢
志
』
の
記
載
と

合
致
さ
せ
る
た
め
に
王
泳
に
至
る
ま
で
の
『
素
問
』
は
主
に
九
巻
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
、
と
推
論
し
得
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
立
之
の
「
八

素
説
」
に
触
れ
な
け
れ
ば
、
か
か
る
推
論
の
機
会
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
末
期
の
考
証
学
派
の
中
で
は
最
後
の
、
そ
し
て
最
も
特
異
な
人
物
で
あ
っ
た
森
立
之
は
、
先
人
の
業
績
を
継
承
し
て
綿
密
な
考
証

を
古
典
に
施
す
一
方
、
「
八
素
説
」
の
如
き
付
会
と
も
思
え
る
新
奇
な
自
説
を
唱
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
そ
こ
に
多
紀
元
簡
・
元
胤

の
如
き
堅
実
で
重
厚
な
趣
は
乏
し
い
と
は
い
え
、
彼
の
自
在
な
発
想
と
ユ
ニ
ー
ク
な
推
説
は
、
そ
の
奔
放
な
生
涯
と
共
に
、
読
む
者
を
し
て
非

常
な
興
味
を
喚
起
せ
し
め
る
。
今
回
敢
え
て
そ
の
一
端
を
紹
介
し
、
併
せ
て
卑
見
を
提
示
し
て
み
た
。

稿
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
『
枳
園
叢
孜
』
に
「
八
素
説
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
御
教
示
下
さ
っ
た
小
曽
戸
洋
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
○

（
３
）
こ
の
こ
と
は
特
に
楊
守
敬
を
通
し
て
言
い
得
る
。
彼
は
明
治
十
四
年
に
来
日
し
、
一
年
足
ら
ず
で
三
万
巻
を
越
え
る
善
本
を
集
め
た
が
、
そ
の
中
に

は
森
立
之
か
ら
購
入
し
た
も
の
が
極
め
て
多
い
。
一
九
一
五
年
に
楊
守
敬
が
没
す
る
と
、
旧
蔵
書
は
民
国
政
府
に
買
い
上
げ
ら
れ
、
一
九
四
九
年
に

は
台
湾
へ
運
ば
れ
た
。
現
在
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
観
海
堂
蔵
本
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
４
）
『
素
間
孜
注
』
二
十
巻
『
傷
寒
論
孜
注
』
三
十
五
巻
は
立
之
の
自
筆
稿
本
が
国
立
国
会
図
書
館
に
収
蔵
。
『
本
草
経
孜
注
』
は
国
内
に
分
散
し
て
い

る
が
、
全
十
九
巻
の
写
本
が
台
湾
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
館
観
海
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
他
に
『
霊
枢
孜
注
』
『
金
置
要
略
放
注
』
も
著
わ

さ
れ
た
ら
し
い
が
、
散
失
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
行
く
方
が
知
れ
な
い
。
（
後
者
の
一
部
は
杏
雨
書
屋
に
所
蔵
）
。

（
５
）
全
三
巻
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。
立
之
が
折
に
触
れ
て
著
わ
し
た
小
論
、
批
評
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
立
之
は
「
子
」
の
字
を
書
き
落
と
し
て
い
る
が
、
原
本
に
は
あ
る
た
め
補
っ
た
。

〔
卦
江
〕

（
１
）
川
瀬
一
馬
「
森
立
之
。
約
子
父
子
」
（
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
、
講
談
社
、
一
九
四
三
）
。

（
２
）
立
之
の
伝
記
は
注
（
１
）
の
川
瀬
氏
の
論
文
が
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
詳
し
い
。
以
下
の
略
伝
は
、
そ
の
川
瀬
論
文
及
び
森
鴎
外
『
渋
江
抽
斎
』
に
基
つ

い
て
ま
と
め
る
。
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７
）
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９
）

（
叩
）

へへへへ

14131211
レーー ー

へへ へへ

191 81716
曹曹一画

（
蝿
）

、
、
倉
ソ

〆
の
色
』

へへ

2120
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一
三
二
’
二
八
四
。
晋
の
軍
人
、
学
者
。
『
左
伝
』
の
最
古
の
注
釈
書
『
春
秋
左
氏
経
伝
集
解
』
を
著
わ
し
た
こ
と
で
名
高
い
。

唐
、
陸
徳
明
撰
。
諸
経
書
の
意
義
や
文
字
の
異
同
を
採
輯
し
た
害
。
三
十
巻
。

賢
逹
、
延
篤
、
馬
融
は
い
ず
れ
も
後
漢
の
学
者
で
、
彼
ら
の
説
は
孔
頴
達
『
左
伝
正
義
』
に
引
か
れ
て
い
る
。
張
平
子
に
つ
い
て
は
未
詳
。

『
尚
書
』
に
は
古
文
と
今
文
の
別
が
あ
り
、
古
来
論
争
が
絶
え
な
い
。
古
文
『
尚
書
』
は
漢
の
景
帝
の
と
き
、
魯
の
恭
王
が
孔
子
の
旧
宅
を
壊
し
て

サ
ク

壁
中
か
ら
得
た
も
の
で
、
先
秦
の
鯏
叫
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
古
文
と
呼
ば
れ
る
。
東
晋
の
と
き
、
予
章
の
内
史
梅
瞭
が
孔
安
国
（
生
没
年
未

詳
）
の
伝
と
い
う
本
書
を
献
じ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
唐
の
孔
頴
達
が
『
尚
書
正
義
』
を
作
っ
た
（
現
行
本
古
文
『
尚
書
』
）
。
し
か
し
孔
安
国
が
伝
え

た
そ
れ
は
仮
託
に
よ
る
偽
書
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
立
之
も
孔
安
国
の
名
を
伏
し
て
某
氏
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
其
」
の
字
は
原
書
に
「
為
」
と
あ
り
、
立
之
も
そ
う
書
写
し
て
い
る
が
、
通
説
に
従
っ
て
「
其
」
に
改
め
た
。

『
周
易
』
繋
辞
下
伝
、
第
一
章
に
見
え
る
（
章
別
は
『
周
易
正
義
』
に
従
う
）
。

『
周
易
』
繋
辞
下
伝
、
第
二

同
前
書
、
第
一
章
に
見
え
る
。

『
千
金
方
』
巻
二
十
二
、
凛
疽
第
六
の
中
に
見
え
る
。

『
漢
字
の
語
源
研
究
』
（
学
燈
社
、
一
九
六
三
）
、
三
七
一
頁
。

『
路
史
』
八
神
農
命
就
貨
理
Ｖ
の
注
「
天
師
岐
伯
対
黄
帝
云
、
我
於
蹴
貨
季
理
色
脈
、
巳
二
世
美
」
。

『
太
平
御
覧
』
に
は
他
に
、
『
八
素
章
』
（
巻
六
七
七
）
、
『
八
表
経
』
（
巻
六
七
五
、
「
表
」
は
「
素
」
の
誤
り
か
）
、
『
太
上
八
素
真
経
』
（
巻
六

七
六
）
な
る
書
か
ら
の
引
用
も
見
え
る
。

原
書
に
は
「
全
元
越
」
と
あ
る
が
、
「
全
元
起
」
の
錯
字
か
と
思
わ
れ
る
。

王
叔
和
『
脈
経
』
巻
七
の
八
病
不
可
刺
証
Ｖ
第
十
二
の
一
節
の
新
校
正
注
に
ヨ
九
巻
』
に
出
ず
」
と
あ
り
、
そ
の
一
節
の
文
句
が
『
霊
枢
』
八
逆

順
篇
Ｖ
に
見
え
る
こ
と
は
そ
の
一
証
で
あ
る
。

『
甲
乙
経
』
が
真
に
皇
甫
詔
の
手
に
成
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
疑
問
も
あ
る
が
、
本
書
が
梁
・
晴
の
頃
に
在
っ
た
こ
と
は
『
晴
害
』
経
籍
志
に
よ
り

『
尚
書
正
義
』
に
は
「
素
」
を
「
索
」
に
作
り
立
之
も
「
索
」
と
し
て
い
る
が
、
校
勘
記
に
よ
れ
ば
宋
本
が
「
素
」
に
作
り
、
そ
れ
を
是
と
し
て
い

る
。
よ
っ
て
「
素
」
に
改
め
た
。
こ
れ
も
立
之
の
言
う
「
索
」
と
「
素
」
の
互
用
の
一
例
と
な
ろ
う
。

『
素
問
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
古
来
の
諸
説
は
、
多
紀
元
胤
『
医
籍
考
」
（
〔
皇
漢
医
学
叢
書
〕
（
三
）
（
四
）
所
収
、
台
湾
大
新
書
局
、
一
九
六
一
）
巻

一
、
張
心
徴
『
偽
書
通
考
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
三
九
）
子
部
医
家
、
岡
西
為
人
『
宋
以
前
医
籍
考
』
（
台
湾
古
亭
書
屋
、
・
一
九
六
九
）
第

一
、
張
心
激
『
偽
書
》

一
冊
な
ど
に
詳
し
い
．
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前
掲
『
医
籍
考
』
巻
一

「
黄
帝
と
医
学
１
塁

明
ら
か
で
あ
る
。
今
は
皇
甫
謡
を
撰
者
と
す
る
通
説
に
従
っ
て
お
く
が
、
そ
の
当
否
は
以
下
の
推
論
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

宋
の
王
堯
臣
ら
の
奉
勅
撰
。
五
巻
、
補
遺
一
巻
。
原
本
は
六
十
六
巻
で
あ
っ
た
が
、
南
宋
の
鄭
樵
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
た
。

南
宋
の
鄭
樵
撰
。
一
言
巻
。
通
史
の
例
に
倣
い
、
三
皇
か
ら
晴
に
至
る
歴
代
の
事
跡
を
著
わ
し
た
書
。

「
黄
帝
と
医
学
Ｉ
『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
事
情
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
、
二
六
巻
四
号
、
一
九
八
○
）

因
み
に
、
森
立
之
は
『
漢
志
』
著
録
の
医
書
に
『
黄
帝
内
経
』
と
『
外
経
』
、
『
扁
鵲
内
経
』
と
『
外
経
』
と
い
っ
た
内
・
外
経
の
別
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
『
内
経
』
中
の
所
説
は
現
在
の
『
素
問
』
『
霊
枢
』
『
明
堂
』
の
類
で
あ
り
、
外
経
中
の
所
説
は
『
本
草
経
』
の
類
で
あ
る

と
い
っ
た
興
味
深
い
推
論
を
唱
え
て
い
る
。
（
「
内
外
経
」
、
『
枳
園
叢
孜
』
所
収
）
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OntheぐくHasso-setsu''writtenbyRisshiMori
-QuestioningthenumberofvolumesoftheS""e"－

byToshiakiMaruyama

Ashortandinterestingpaper,the@:Hasso-setsu''waswrittenbyRisshiMori(1807-1885).He

wasthelastandthemostpeculiarlyindividualphysicianoftheK6sh6gaku(考証学)school,whichwas

abibliographicalstudyofChineseclassicsandmadeasuddenriseinthelateTokugawaera.In

thispaperheproposedthatanancientbooknamedP""(八索)whichwasrefbrredtointhe""〃

c〃〃航Js〃んch"α〃（春秋左氏伝)shouldhavebeenproperlywrittenasPfzs"(八素),andthatthebook

hasbeentheSzJzw"(素間)ofeightvolumes.Thisreasoningisveryuniquebutcannotbeacade-

micallyaccepted,becausetherearefbwsolidgroundstoverifyit.

Whetherhisreasoningisrightorwrong,itsuggestedtomeasolutiontOtheancientproblemof

thenumberofvolumesoftheS邸加e"．BefbreWangBing(王泳)reorganizedtheS"zf)8"in756

A.D.,ithadbeentransmittedinninevolumeslackingtheseventhvolume・MyconieCtureisthat

thisbookoriginallytotaledeightvolumesandhaditsnumberofvolumeschangedtoninetosupport

abeliefthatitexistsasahalfofthe""α"""eic""g(黄帝内経).

（
め
い
）

い
、
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